
行動/実践に向けて
P R O C E S S  D S I G H N



５ 公民連携の役割分担-1

民間主体の取り組みの立案・実行

＋

公共サービスへの参画、提案等

民

○ ビジョン実現に向けたアクションの

立案、志民の輪の拡大、実践

○ 公共空間、民有地の総合的、一体的

なエリアマネジメント体制構築と運用

○「新たな公共」として志民、NPO、企業

等の多様な主体で公共サービスを担う価

値観醸成

民間の取り組みの支援・促進

＋

公共施設、都市基盤等の整備・運営

公連携

公民が双方の「枠」を超えて主体的に連携しながら
ビジョンの実現に向けたアクションに取り組んでいきます

○ 民間のアクションを加速、促進する

ための支援策構築や計画のアップデート

○ 時代要請を対応した文化施設等の公

共施設、公園・広場等の都市基盤などの

適切な整備と運用管理

○ 「稼ぐ」公共施設等への変革を促進

する規制緩和・権限移譲などへの対応



５ 推進体制：エリアプラットフォームの拡充-2

✓特別部会「八幡東田未来共創会議」継続、必要に応じテーマ毎の分科会等を設置
✓持続的な課題探索、アクション創発等を促進する中間支援組織の常設化試行検討



５ 行動/実践の進め方-3

ビジョンの達成に向けて、志民の輪を広げ、小さなアクション（試行錯誤）の
積み重ねと検証を続けることにより、常に進化するまちづくりを目指します
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